
  人 生 意 気 に 感 ず 
 

  人は、利害や打算で行動するのではなく、相手の心意気に感動して 

動くものである。金銭などの欲や、名誉のために行動するものではない 

といういましめ。 

 

『３ケ月前に事故にあって・・』 
 

「大丈夫かい？いったいどうしたんだ。 

松葉杖なんかついて？」 

「実は３ヶ月前に事故にあって。 

横断歩道で車にはねられたんだ」 

「３ヶ月前にだって。それはたいへんだったなあ。 

でも、まだ松葉杖がいるのかい?」 

「医者はもういいって言うんだけど、 

 弁護士はもうしばらく待てと言うんだ」 
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4 つの資格のプロです。1 級建築士・1 級建築施工管理技士 
1 級土木施工管理技士・宅地建物取引士 

月本建設株式会社 代表取締役 月本康寅（愛称 つきちゃん） 
年齢:６０歳 血液型:Ａ型 星座:みずがめ座  
生年月日:昭和３８年１月２２日 出身地:岡山県岡山市  
現住所:岡山市中区四御神 通勤:鮎モドキがいる川沿いに車で! 
好きな言葉:素直、和、元気! 好きな映画:小さな恋のメロディ 
趣味:蕎麦打ち、映画鑑賞、ゴルフ、カラオケ  
家族:⾧男（社会人）・⾧女（社会人）・次女（高校生） 
プロフィール:岡山工業高校、九州産業大学建築学部を卒業後、 
㈱荒木組で現場監督の勉強をさせてもらい、 
3 年半後に月本建設㈱に入社、一級建築士を取得して現在に至る。 

FB で「月本康寅」を検索すると人間像が少しわかるかな! 

営業先でトークがはずむと評判のビジネスレターです。 

月本建設㈱  月本康寅 電話 086-275-0676 
 
 

３分で読めて、売上げアップとビジネスに役立つ 

アイデアとヒントとノウハウが満載！！ 

仕事と論語と蕎麦打ちが大好きな月本康寅がお届けする 

 

２０２３年 10 月 1 週号  
■今月の仕事に役立つビジネスジョーク 

■今月のことわざ 

◆本紙は『月本
つきもと

康
やす

寅
のぶ

』のビジネス情報レターです。 

ことわざ辞典 ㈱学研教育出版より 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
今月の強運   

ランキング 

ベスト３ 

リフォームを「頼んで良かった」と言われる会社です。 

月本建設（株）代表取締役 月本康寅  

電話/086-275-0676 FAX/086-275-5267 

ホームページ⇒ 

1 位  一白水星  何事にも前向きの姿勢が運気に弾みを持たせ、公私ともに充実。厳しい職務でも、責任をも

って完遂する姿勢に目上の信任も厚くなる。吉方位は、東・南西・東北方。 

2 位  七赤金星  好奇心と開拓精神が運をつかむカギ。何事も気負うことなくアクセスを。健康面も上々で、

疲れを感じても、他の嬉しい出来事で乗り越えられそう。吉方位は、南西・西北・南南東方。 

3 位  八白土星 人気運も上昇し、営業や社交面に好材料が多いが「好事魔多し」と心得、欲に駆られての仕

事や計画は禁物。信頼関係を損なわないよう周囲の目を意識。吉方位は東・南西･西方。 

■集客・営業・広告・販促に役立つ心理マーケティング 
 

■『すべての人が答えを求めているわけではない』 
 

講演後によく質問されます。 

「こういうことをやっています。どうすれば良いでしょうか？」 

 

私は【理解】しようとします。そして、相手に私なりの【解】を渡します。 

 

しかし、相手がこう反応することがあります。 

「はい、分かりました。でも私はこんなこともやっているのです。そしてこんなことも」 

 

この場合、相手は【理解】や【解】を本当は求めていません。 

この人は【承認】や【共感】を求めています。 

 

「頑張ってやっていらっしゃいますね」 

「それはたいへんご苦労されましたね」 

と承認して欲しい、共感して欲しいのです。 

 

解決して欲しいのではなく承認、共感を求めています。 

 

もちろん、解を求めている人はいます。 

その人にはちゃんと問題点を理解して、自分なりの解を渡せば良いでしょう。 

 

でも、あなたにも「ちゃんと私は答えを渡しているのに、なぜこの人はそれを受け取らないのだ？」 

と不思議に思ったことがありませんか。 

 

そんな時、相手は【理解】や【解】を求めているのではないのかもしれません。 

 

世の中の多くの人は首から次のようなカードをぶら下げていることも理解しておきましょう。 

「私を承認して！」 
 

●本記事は契約のうえ、ビジネス心理学講師・酒井とし夫さんが寄稿しています。  

■集客・営業・広告・販促に役立つ心理マーケティング 


